
甲府市議会「政友クラブ」視察研修報告書

報告者 深沢 健吾

1.日程

令和5年8月21日(月)へ8月23日(水)

2.視察先・内容

①東京都立園芸高等学校

②北海道札幌市

●
③北海道札幌市

④北海道石狩市

3.参加者 6名

長沼 達彦

「動物課の取組について」

「札幌市未来へつなぐ町内会ささえあい条例につ

いて」

「札幌市動物園条例について」

「サイクルツーリズムについて」

荻原 隆宏 鈴木 篤

小澤 浩 深沢 健吾 橘田 大洋

【視察概要①】

1.東京都立園芸高等学校

(1)研修日程 8月21日

(2)研修場所 東京都立園芸高等学校

(3)研修内容 「動物科の取組について」

(4)対応者 東京都立園芸高等学校 校長 並川直人

副校長 小野寺伸樹

[都立園芸高校の概要]

都立園芸高校は、東急田園都市線の桜新町駅から徒歩20分ほどの世田谷区の住宅街

にある。正門をくぐると、樹齢100年を超えるイチョウ並木が100mほど続く。東京

ドーム2.3個分の敷地内には、農場や動物棟、バラ園、日本庭園などがあり、徳川家

光が育てたとされる「五葉松」の盆栽も行っている。緑豊かな環境の中で、約400人

の生徒が在籍し、園芸科、食品科、動物科で学んでいる。

[動物科の取組について]

1.人と動物・自然と関わる3年間

動物課では主に愛玩動物と産業動物について扱っている。また、農業高校生とし

て基盤となる主な野菜の栽培についても学習している。 2年次以降は飼育技術を高

めるとともに動物の生理生態や衛生管理など幅広い視野で学び、環境調査や観察を



通じて、動物と環境・地域の自然や生態系の保全を学習している。

〈科目標〉

①動物とともに学び生命を大切にする心を培う

①人と動物・自然との関りについて理解する

③環境を保全・再生できる力を育てる

●

[校長室にて案 [スマート農業実駈実験]

2.学科編成に至った経緯

平成18(2006)年、造園デザイン科を改編し動物科を設置し、令和5年度で17年目

となる。

開設当初の学科案内では、取得可能資格として、愛玩動物飼養管理士準2級、

JAHA動物看護士3級、生物分類技能検定など。

進学は農業・畜産系の大学、短大、専門学校を予定し、就職先はペットショップ、

グルーミングサロン、動物病院、研究施設の実験動物飼育などを想定していた。

開設当初は、推薦に基づく選抜において都立高校で最大の倍率を示すなど、関心

の高さが証明され、その傾向は今日まで続いている。

書ブドウの栽培] 書カメの飼育]



3.今後の展望について

現在は、 4年制大学への希望者が多くなり、獣医学科を目指す生徒も出てきた。

令和5年3月卒業生で動物科設置以降、初めて獣医学部獣医学科に入学した生徒が

でた。令和4年3月卒業生は、 55%が4年制大学へ進学し、今後もこの傾向は続く

ものと考えられる。

令和元年6月に制定された愛玩動物看護師法により、新たな国家資格「愛玩動物

看護師」が誕生し、令和4年5月に愛玩動物看護師法が施行された。

生徒は、国家資格を取得し、犬や猫、鳥などのペットの看護、獣医師の指示の下

での診療の補助、適正飼育に係る助言や支援など幅広く役立つ資格として、その活

躍が期待されることから受験資格を得られる大学や専門学校等への進学が増えてい

る。

4. ICTを活用した学習について

(1) TOKYOデジタルリーディングハイスクール(先端技術推進校)の取組み

①目的

・ Society5.0時代を見据え、 IOCセンシング機器等の先進技術の活用に関する

新たな指導方法の確立・展開に向け、実証実験を行う

・主に授業の中で、 IOTセンシング機器等の先端技術を活用し、その教育効果

や指導内容の変化について、検証を行い、将来的な他の都立高校における普

及・展開に向けた課題等の整理を行う

①研究内容

・センシング機器からのデータを活用した課題研究について(動物科)

○飼育動物の活動量を測定し、クラウド上に記録できるセンサーを活用

○飼育動物の日中や夜間の活動状況を遠隔から確認するためのWEBカメラ

の活用

3



[並川直人校長とイチョウ並木]

[まとめ]

世田谷区に東京ドーム2.3個分の敷地面積を誇る東京都立園芸高校の生徒たちは、

都会の真ん中とは思えない自然環境に恵まれた中で、農業学習や動物の飼育などに取

組みながら、 ICT導入とデータ活用を導入し、地域課題やスマート農業に挑んでいた。

「自作のジャムを950円で売る」ミッションを掲げ、一見、高価格な商品をブラン

ド力の向上方法、付加価値や希少価値の高め方も学びながら商品化し、地域の住民か

らは人気商品として好評を得ていると言うことだ。

今回、研修指導をいただいた 校長先生の熱心なご指導をはじめ、学校全体で日

本の農業を考え将来に向けてどう取組むべきなのかを真剣に考える生徒の想いが感じ

られた。また、動物棟見学の際には、生徒さんとも話ができ、目を輝かせながら動物

の飼育に励む姿が印象的だった。

犬、猫などのペット需要が高まる中、愛玩動物を取り巻く法制度も整備され、今後

ますます人材の育成や確保が重要とされている。本市においても動物科等を新設し、

人材を育成することも考えていくべきだと感じた。

【視察概要①】

1.北海道札幌市

(1)研修目時 8月22日

(2)研修場所 札幌市役所

(3)研修内容 「札幌市未来へつなぐ町内会ささえあい条例について」

(4)対応者 札幌市議会事務局 政策調査課政策調査係 山下大輝

札幌市市民文局 市民自治推進室市民自治推進課 寺川嘉一

[札幌市未来へつなぐ町内会ささえあい条例について]

1.経過

札幌市において、令和5年4月から施行された「札幌市未来へつなぐ町内会さ

さえあい条例」は、近年の超高齢社会の進展や自然災害の増加などに伴い、地域

住民相互の支え合いが重要とされる中、地域コミュニティを将来にわたって維持

していくため、町内会、地域住民、事業者、市がそれぞれの役割、責務を共有認

識しながら支え合い、より豊かで明るく暮らしやすいまちを未来の世代に継承し

ていくために条例が制定された。

平成29年1月 町内会に関する条例検討委員会を設置

平成30年8月 条例素案のパブリックコメント実施(300件以上)
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令和元年 8月 町内会支援策検討本部会議を設置

7つの検討テーマに基づく支援策案の方向性を検討

令和3年10月 町内会に「たたき台」を提示の上、意見交換会を開催

全区105回 2,200単位自治会(800件以上の意見)

3月

令和4年 5月

9月

令和5年 4月

市民ワークショップ開催(60名参加)

聴取した意見を踏まえた「条例素案、支援策案」の作成

令和4年第3回定例会市議会へ条例案を提出。全会

条例施行

2.条例の目的

①町内会の意義や重要性を、町内会、地域住民、事業者、札幌市が認識して、共

有する

①町内会の維持と活性化に向けた町内会、地域住民、事業者の役割やしの責務を

定める

③市の施策の基本となる事項を定める

3.施策の実施状況

町内毒勘維持寂び潜怪性に関する施篤く駐棄緒概況について
紫 郎 毒 薬 8 瑞 と 箪∴鞍 

札幌薄薄憲史耽溺簿党営治総揚癒 

町内会は殺鼠秘議鮒と∴攫い学事展の嶺向に転昇華謹、蹴球湯島硯軽下が薗博吉握る中、堪蹴コミュニティ劇中接である町内塞詮難 指し、濃艶合議撞化していくた掛合粗さ年卑屈に「拙擁高察繁へコ詮や町内会さきえ義曲集鏡」が懸行宣撫ました" 絶縫荘斑や讐議書などと揺わし合い稔が官、暮らしやすい宗吾尊く勘己職場縮んで拭奮町内会が、これからも港勤程練け滴性情してい 

くた曲に、札翻市では町鳴姦驚勤の溺牲脂や欝総蹄軽減稔とにつなが議事窓詩魂な継続 薫陳謝を繁藤してお撮まずので、モ軸昧瀧瑳 

ご鞘篤いたし湊すき 

∴√ 議鰐韓認薄霞蛸こ厩灘綜控撚蓋濃蘭押馬難聴圭籍に指して撫人に 

績するチ言草電商事蘭越し暮し憲章 
J S鵬雲痕替、珊瑚欝、下V竃的な撞こよる撫丸鰹複に高枕た中葉韓 

義持してか韓す.. 

J 鞄鵜で倒茄吾ン〒イア添輪中馳貼轍真髄藩瑳韓犠謡嬢とする 
雷 」竜隅櫓轟ました審 

予 撚厩綱織部成金蹄地検轟禦噛む暮した寄 
灘宣撫糠韓鵜軌集線鴫抽裁鼻踊.楽曲噌鴇語継鱒瀾中絶難蹄縄簾鱗 

J 町内轟鴻デ茅タメ臆黒に徳義 的由巌デ芳容肌 

鵬盤禦意義濃築輪して蜘暮す。 
J 町内会と不動瞳鵜議論左隅・濃緑電提議す琶●軸● 
塙シフ汁や卜靖倖離籍劇熟練蒋撹漬して雌揺す。 

勘メ凄 一妻 覇」翠玉帽に、 

濃が了継軽震と蹴る終審踊弼蜜 f 謹紫電謡諾 霧 閏繭ミニ軸 え言抱蝶琵懸 
諒淀む慈鞍旋轄恵網鞠接雛して的覆す.・ 

粗雑脇田離拙義塾意義 

書 棚贈態鵜趨馳愚意持しました.総理緒論珪砂鳶職 .止 鴨場,龍鵜駆 
f 市盤上捌脚韻継ぎ撫蟻酸しています. 

..現高.馳 

生して轟蒔遥輔鴎寄島舘を漆黒遊畿討してい 

盤増ふ二思案寧 

∴√ 

醸災難轍拭鴎保嘗 課す置 

逮碧 

ン⑬毅面に関する韓繍彊譲寂し裏金で輔劇電離憲 す ご埼玉デーを 

に対 暮し し、機器ご軸∃棚震蚤葉力減翻鷺艦を級櫨 た 

」●ト Jごみスデー㌢ヨン響聴聞膳載閣議駆限瀧額卸引導上膳や軸恵が 
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●

[条例に関するパンフレット]

[札幌市役所にて]

[まとめ]

高齢化の進展や近隣住民との希薄化が進む中、自治会・町内会運営は、役員のなり

手不足や自治会加入率の低下などに伴い、将来にわたる地域コミュニティの維持・活

性化は全国においても共有の課題となっている。

こうした中、札幌市においては令和5年4月より「札幌市未来へつなぐ町内会ささ

えあい条例」が施行された。

町内会への住民組助成金の倍増や積雪時の除雪時の地域支援など、 7つのテーマに

基づいた住民、事業者、市の役割を明確にしながら、町内活動の活性化や負担の軽減



などにつながる様々な施策が実施されていた。

条例の検討委員会設置から、数回のパブリックコメント、ワークショップの実施、

全ての単自治会との意見交換を開催、また、わかりやすいパンフレットや動画の作成

など、 7年もの検討期間を経て札幌市民の想いの詰まった充実した内容の条例である

と感じた。

まだ施行されたばかりであるので今後の状況に注視していくとともに、本市におい

ても自治会・地域コミュニティを維持していくためには大変参考になる研修内容であ

った。

【視察概要③】

1.北海道札幌市

(1)研修日時 8月22目

(2)研修場所 札幌市円山動物園

(3)研修内容 「札幌市動物条例」について

(4)対応者 札幌市環境局 円山動物園園長 柴田千賀子

II 保全・教育推進課 森山予志晃

Il 飼育展示・診療担当課 朝倉卓也

●

[札幌市動物園条例について]

札幌市では、 1951年に子どもたちの学びの場や市民の憩いの場を提供するために円

山動物園を設置し、多くの市民に親しまれてきたが、過去には良好な動物福祉の確保

に対する取組が不十分であったことにより尊い命を失う事故を起こしてしまった。こ

の反省の下、動物園の飼育管理体制や運営方針を見直し、動物の生物多様性の保全に

おける役割と良好な動物福祉の確保に対する責務を明らかにし、様々な協働を通じて

動物園の活動を真に野生動物の保全へとつなげる仕組みを構築して、将来世代にわた

り野生動物が存続できる自然と人が共存する社会をつくり育てていくために、この条

例が制定された。

1.条例検討に至った経緯

2015年6月マレーグマ「ウッチー」の死亡事故がにより、死亡事故時の飼育環境体

制全般について動物愛護管理法基づく改善勧告

J

動物園水族館がどうあるべきか

円山動物園はどうあるべきか
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2007年円山動物園基本構想策定から約10年

今一度、社会情勢の変化を踏まえ再検討

2.なぜ条例を作ったのか

・マレーグマの死亡事故

・動物園の社会的役割が果たせていない

・希少動物をはじめ、海外からの動物輸入は、種の保全(生息域外保全、研究、

教育)目的でなければ困難な時代

・動物移動時は、取組レベルが問われる、特に動物の取り扱い方

(動物福祉への姿勢)

書エゾヒグマ]

3.条例制定の検討開始一制定まで

2019年10月31日

2020年12月7目

2021年4月へ9月

2022年1月28日

へ2月28 日

2022年与月23目

2022年6月6日

[ゴマフアザラシの水中トンネル]

市民動物園会議に動物園条例検討部会設置

(2020年9月22日までに部会9回、本会議3回開催)

市民動物園会議から札幌市に提言書を提出

札幌市役所内にて協議

札幌市動物園条例(素案)パブコメ(22名72件)

令和4年第2回定例会市議会へ議案提出

可決・成立、即日公布施行(一部施行)

4.条例概要へどんな条例かへ

動物園の運営目的や実施事項を明確化し、その動物園の取組を促進するための仕

組みを定めた条例

・特徴的な内容

第12条(良好な動物福祉の確保)
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5 円山動物園の業務については管理又は監督の地位にある職員は、飼育動物の

飼育、診療等に関する業務において、良好な動物福祉の確保が図られるよう、

組織管理体制の整備に特に意を用いなければならない○また、円山動物園の飼

育動物の飼育、診療等に関する業務を行う職員は、当該業務が飼育動物の生命、

健康状態等を左右する重大な業務であることを自覚し、当該業務の遂行に当た

っては、良好な動物福祉の確保が図られるよう、特に意を用いなければならな

い。

一」▲一、

≡轟堅塁∴三二皇三呈三三聾≒菩 ∴ 註二
醒 園園田田圃

書円山動物田内マップ]

5.アニマルウェルフェア(動物福祉)

人間の管理下で動物の「自由」を制限することが問題視

○飼育下での配慮(飼育環境整備・適切な獣医療)について示す二動物園の役割

○自然界で悪影響のある人間の諸活動を排除又は低減することを促す

→野生下のアニマルウェルフェア向上
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[円山動物園にて案

[まとめ]
→/

円山動物園においては、 201与年6月のマレーグマ「ウッチー」の死亡事故により、

飼育管理体制全般について、動物愛護管理法に基づく改善勧告を契機として、様々な

検討が重ねられ、 2022年6月に「札幌市動物園条例」が施行された。

動物福祉の観点から飼育管理体制、運営方針を見直し、動物園の持続可能な運営や

基本理念を明確にしながら、職員の動物に関する意識改革にも言及されていた。

本市においても、市立動物園をリニューアル中であるが、現行のトレンドとも言え

る動物福祉、アニマルウェルフェアをどのように向上させていくのか。今後の動物園

事業の良好な施策展開のためにもこのような条例制定も必要ではないかと感じた。

【視察概要④】

1.北海道石狩市

(1)研修日時 8月23目

(2)研修場所 石狩市役所

(3)研修内容 「石狩市における自転車活用推進の取組について」

(4)対応者 石狩市 企画経済課企画課交通担当主査 江畠紀和

II 議長 花田和彦

2.計画策定の背景と目的

自転車の活用は、単に近隣の移動手段としてだけではなく、環境負荷の軽減や健

康増進等様々な効果が期待され、その利用効果は変革期を迎える中、石狩市では、

平成30年第1回定例会(H.30.2.23)において市政執行方針が示されるとともに、サ

イクリング環境整備について言及され、国、道、市等が連携し、世界水準のサイク

リング環境の整備に向け、国内でも先駆的な「自転車活用推進計画」を策定し、サ

イクルツーリズムを通じ、道の駅を含めた周遊観光の確立と、交流人口の拡大を図
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っていくこととされた。

3.計画目標の設定

・目標1自転車交通の役割拡大による良好な都市環境の形成

・目標2 サイクルスポーツの振興等による活力ある健康長寿社会の実現

・目標3 サイクルツーリズムの推進による観光立国の実現

・目標4 自転車事故のない安全で安心な社会の実現

4.これまでの主な取組内容

〈令和元年の取組内容〉

①プロガイドによる交通安全教室の開催

②自転車通行空間の整備

自転車が走行する場所を示す路面表示を設置

③プロモーション動画の作成

サイクルツーリズムを広く情報発信

④自転車と健康に関する調査研究

北海道大学と連携し、自転車に乗ることによる健康への効果を調査研究

11



圏欝囲詐圏
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漢紹介コース一例]

圏欝固持圏諦

〈令和2年度の取組内容〉

①自転車通行空間の整備

石狩北部・増毛サイクルルートの一部に案内看板と路面表示を設置

②サイクリスト受け入れ施設の拡大

市内におけるサイクルラックや空気入れ・工具などを設置

③既存サイクリングマップの一部修正

・サイクリングコースの一部見直しや注意箇所の追加等

・コース毎にQRコードを作成し、スマートフォンやWeb上でコースや観光

施設などを確認しながらサイクリングが実行できる

〈令和3年度の取組内容〉

①プロガイドによる交通安全教室の開催

①市広報誌による交通安全意識向上を図る広報活動

③広域ルートのブラッシュアップ
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広域ルートに地図をリニューアルし、情報の最新化、北海道統一マップマニ

アルに基づくピクトグラムの統一

④プロモーション動画の作成

・ガイドツアーに実施

・レンタサイクルに実施

・サイクルツーリズムプロモーション動画の作成

〈令和4年度の取組内容〉

①自転車通行空間の整備

案内看板・路面表示の設置

②市内大学生による「散走企画コンテスト」の掲載

[石狩市役所にて]

[まとめ]

南北約70kmに広がる地形は、美しい日本海と石狩川、壮大に広がる田園風景を同

時に楽しみことができる石狩市の特徴を最大限に活かしながら、初心者から上級者ま

で楽しめる様々なコースを設定し、事業者とも連携し、石狩市の食や景観を堪能しな

がら、サイクリングを組合せ、国内、インバウンド需要を見越した取組内容であった。

プロモーション動画を研修中に視聴させていただいたが、北海道の雄大な大自然の

爽やかな風を感じながら、観光地を訪れ、地場産品を食す、まさにサイクルツーリズ

ムの醍醐味が詰められた素晴らしい内容の動画であった。

また、計画目標4に掲げられた、 「自転車事故のない安全で安心な社会の実現」には

観光における施設整備や路面表示の整備はもちろん、地元小中学校での交通安全教室

をローテーションで開催し、交通安全への意識向上にもしっかり取組んでいた。

観光協会をはじめ、国内外から石狩市を訪れるサイクリストへのおもてなしの心を
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強く感じることができた。本市においても、サイクルスポーツ振興や自転車を活用し

た健康づくりなど、研修内容を参考にしていきたい。
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